
基本目標１ 病気の発症予防と重症化予防  

取組１ 生活習慣病の発症予防と重症化予防の推進

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (　％　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 50 55 60 60 60

実績 35.7 41.4
38.8(暫定

値)

指標(単位) (　％　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 50 50 50 50 50

実績 8.5 9.7 9.9

第3次加須市健康づくり推進計画進行管理調書（実施状況報告書）

No
具体的な施策

または取組項目
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

1

国保健診、後
期高齢者健診

【国民健康保
険特定健康診
査等事業】
【後期高齢者
健康診査事
業】

３
や
や
遅
れ
て
い
る

・受診券の送付封筒を大
きく見やすく変更
・引き続きAIによる対象
者選出、対象者に合わせ
た個別の受診勧奨や電話
による受診勧奨を実施
・広報やホームページを
利用した勧奨や、医療機
関と連携した受診勧奨を
継続して実施
・特定健康診査の受診率
を向上のため、「健康診
断受診率向上特別対策Ｐ
Ｔ」による受診率向上に
向けた全庁的な取組を実
施する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・4月下旬に受診券を個別送付
・図書館の貸し出しレシートへの掲載や関連図書の展示、モニ
ター掲示
・医療機関へのポスター掲示やチラシ配布
・AIによる対象者選出、対象者に合わせた個別の受診勧奨
・電話による受診勧奨
以上の取組みを実施。実績値が未確定の状態であるため目標が
やや遅れている状態であると考えられる。

国保健診の受診率

2

がん検診

【がん検診事
業】

４
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

・集団がん検診不来場者
への受診勧奨
・集団検診申込時に複数
受診の勧め
・受診再勧奨通知の対象
者拡大
・かかりつけ医からの受
診勧奨
・ピンクリボンキャン
ペーン実施
・精密検査未受診者への
電話による受診勧奨
・胃内視鏡検査・前立腺
がん検診の自己負担額減
額、乳がん検診自己負担
額無料
・胃がんリスク検診対象
年齢拡充
・様々な機会を捉えて広
報紙やSNS等で積極的か
つ戦略的に周知に取り組
む

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・個別、集団がん検診の実施
・けんしんパスポート（無料クーポン）の送付
・集団検診WEB予約、休日コールセンター実施
・未受診者への再勧奨通知
・上記の取組を実施し、肺がん検診の受診者はR4年度の
7,006人からR5年度7,240人に増加し、受診率も伸びたが、
目標値には及ばなかった。
✻国の掲げるがん検診の受診率５０％は、社保・国保加入の合
算の受診率である。

肺がん検診の受診率
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基本目標１ 病気の発症予防と重症化予防  

第3次加須市健康づくり推進計画進行管理調書（実施状況報告書）

指標(単位) (　％　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 50 50 50 50 50

実績 11.6 12.3 12.5

指標(単位) (　％　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 82 84 86 88 90

実績 85 87.2
80.4

（暫定値）

取組１ 生活習慣病の発症予防と重症化予防の推進

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (　人　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 16 13 10 8 8

実績 19 21 集計中

3

がん検診

【がん検診事
業】

４
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

・集団がん検診不来場者
への受診勧奨
・集団検診申込時に複数
受診の勧め
・受診再勧奨通知の対象
者拡大
・かかりつけ医からの受
診勧奨
・ピンクリボンキャン
ペーン実施
・精密検査未受診者への
電話による受診勧奨
・胃内視鏡検査・前立腺
がん検診の自己負担額減
額、乳がん検診自己負担
額無料
・胃がんリスク検診対象
年齢拡充
・様々な機会を捉えて広
報紙やSNS等で積極的か
つ戦略的に周知に取り組
む。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・個別、集団がん検診の実施
・けんしんパスポート（無料クーポン）の送付
・集団検診WEB予約、休日コールセンター実施
・未受診者への再勧奨通知
・上記の取組を実施し、大腸がん検診の受診者はR4年度の
8,951人からR5年度9,077人に増加し、受診率も伸びたが、
目標値には及ばなかった。
✻国の掲げるがん検診の受診率５０％は、社保・国保加入の合
算の受診率である。

大腸がん検診の受診率

4

がん検診

【がん検診事
業】

２
概
ね
達
成

・精密検査未受診者に再
勧奨通知を行う。
・精密検査となった場合
は必ず医療機関を受診す
るようにけんしんパス
ポート等で周知する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
R4年度の精密検査受診率は確定し目標値を上回った。R5年度
に精密検査となった場合は、R5～R6年度に精密検査を受ける
と、R5年度分として計上されるため集計中であるが、すでに
目標値に近い数値が得られている。

5

糖尿病性腎症
重症化予防

【糖尿病性腎
症重症化予防
対策 事業】

―

人工透析患者の増加を防
ぐことにより、医療費の
抑制を図る。今後も、糖
尿病で治療している者に
対して保健指導を実施
し、未受診者等には受診
勧奨を行っていく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
令和４年度は保健指導修了者が17名、令和５年度は２２名で
あった。また、糖尿病のリスクが高い未受診の物、糖尿病治療
を中断している者へ通知による受診勧奨を行った。

No
具体的な施策

または取組項目
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

がん検診要精密検査年間受診率

人工透析新規導入者数
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基本目標１ 病気の発症予防と重症化予防  

第3次加須市健康づくり推進計画進行管理調書（実施状況報告書）

指標(単位) (　人　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 11,000 11,000 11,000 11,000 11,000

実績 7,122 7,634 8,818

指標(単位) ( 箇所 )

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 29 32 35 37 39

実績 38 39 41

6

健康講座 、
健康相談

【生活習慣病
予防事業】
【健康相談事
業】

２
概
ね
達
成

今後も引き続き健診等の
保健事業の機会を積極的
に活用したり、講座等を
行うことで、健康に関す
る正しい知識の普及啓発
や生活習慣を見直すきっ
かけづくりを行ってい
く。

【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・介護予防事業の教室と一体化した生活習慣病予防講座（医師
出前講座、運動・栄養・歯の講座、病態別出前講座等）を各地
域で開催した。
・新型コロナウイルスが５類になったことに伴い、講座等への
参加者数が増え、目標の８割に達した。

7

血圧計の設置

【生活習慣病
予防事業】

１
目
標
を
達
成

今後も引き続き市民の健
康意識の向上を目指し、
各種施設へ血圧計を設置
や必要に応じて交換等を
行っていく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
血圧計のない施設に血圧計を設置したことにより、実績値が目
標値に達した。

生活習慣病予防講座の出席者数

血圧計の設置数
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基本目標１ 病気の発症予防と重症化予防  

第3次加須市健康づくり推進計画進行管理調書（実施状況報告書）

指標(単位) (　％　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 100 100 100 100 100

実績 74.3 81.5 92.2

取組2 健（検）診の重要性の普及啓発

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (　％　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 － 15 20 20 20

実績 － 15.8 30.2

指標(単位) (　人　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 5,600 5,600 5,600 5,600 5,600

実績 4,544 5,216 4,955

指標(単位) (　％　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 50 55 60 60 60

実績 35.7 41.4
38.8(暫定

値)

特定保健指導不参加者や
受診勧奨値かつ未受診者
等に保健指導を行い、生
活習慣病の重症化予防や
新規透析者の増加抑制に
取り組む。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・集団健診にて特定健康診査を受診し、特定保健指導の対象と
なった者のうち、血液データが受診勧奨値に達している者と受
診勧奨値に達していない積極的支援対象者へ電話や訪問等で保
健指導を実施。
・上記の取組を実施し、実績値が目標値の８割以上を達成でき
た。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・4月下旬に受診券を個別送付
・図書館の貸し出しレシートへの掲載や関連図書の展示、モニ
ター掲示
・医療機関へのポスター掲示やチラシ配布
・AIによる対象者選出、対象者に合わせた個別の受診勧奨
・電話による受診勧奨
以上の取組みを実施。実績値が未確定の状態であるため目標が
やや遅れている状態であると考えられる。

9

受診環境の整
備

【がん検診事
業】
【国民健康保
険特定健康診
査事業】
【後期高齢者
健康診査事
業】

１
目
標
を
達
成

・けんしんパスポートや
ホームページにWEB予約
の操作方法や、QRコード
を掲載する。
・申込初日はすべて休日
のコールセンターとす
る。
・未受診者への再勧奨通
知を行う。
・様々な機会を捉えて広
報紙やSNS等で積極的か
つ戦略的に周知に取り組
む。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
R4年度から8検診（胃、肺、大腸、乳、子宮、前立腺、特定、
後期）でWEB予約を開始し、R5年度は骨粗しょう検査の予約
も開始し、実績値が目標値に達した。

No
具体的な施策

または取組項目
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

8

10

健康意識の向
上

【生活習慣病
予防事業】
【骨粗しょう
症予防事業】

２
概
ね
達
成

今後も各種検診や教室等
の保健事業にて健康手帳
を配布し、活用を促して
いく。

新40歳への郵送の他、検診をはじめとした保健事業の際に交
付を行ったことから、実績値が目標値の8割以上を達成でき
た。

訪問対象者に対する被訪問指導実施者数の割合

ウェブを利用した受診申込の割合

11

受診率の向上

【がん検診事
業】
【国民健康保
険特定健康診
査事業】

３
や
や
遅
れ
て
い
る

・受診券の送付封筒を大
きく見やすく変更
・引き続きAIによる対象
者選出、対象者に合わせ
た個別の受診勧奨や電話
による受診勧奨を実施
・広報やホームページを
利用した勧奨や、医療機
関と連携した受診勧奨を
継続して実施
・特定健康診査の受診率
を向上のため、「健康診
断受診率向上特別対策Ｐ
Ｔ」による受診率向上に
向けた全庁的な取組を実
施する。

訪問指導

【重症化予防
訪問指導事
業】

２
概
ね
達
成

健康手帳交付数

国保健診の受診率
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基本目標１ 病気の発症予防と重症化予防  

第3次加須市健康づくり推進計画進行管理調書（実施状況報告書）

指標(単位) ( 箇所 )

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 4 4 4 4 4

実績
0

中止
0

中止
3

加須中止

取組３ 感染症対策の推進

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (　回　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 45 45 45 45 45

実績 - 2 6

指標(単位) (　％　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 50 50 50 50 60

実績 47.7 37.0 41.9

４
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

メール配信のほか、
SNS、広報紙等、様々な
媒体を活用し、感染症の
情報提供に努める。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
予防接種事業及び高齢者予防接種事業において、予防接種に係
る広報誌掲載やメール配信を行ったが、目標値には及ばなかっ
た。

引き続き、ちらし配布、
広報紙、勧奨はがき送付
等を行うことにより対象
者に広く周知に努めてい
く。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・市内の委託医療機関の場合、国が示す定期接種対象者に加須
市独自対象者を加え、年度末年齢65歳以上で接種歴のない全
員を対象に接種費用の一部を助成する。(自己負担額３,000円)
・年度末年齢が65歳となる方に接種の勧奨はがきを送付。
・上記の取組を行ったが、新型コロナウイルスやインフルエン
ザのワクチン接種が優先され、高齢者肺炎球菌ワクチンの接種
機会が減少したことにより、年度末年齢65歳の方の接種率が
目標値には及ばなかった。

No
具体的な施策

または取組項目
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

12

健康まつりの
実施

【生活習慣病
予防事業】

３
や
や
遅
れ
て
い
る

市民の健康意識の向上を
目指し、Ｒ６年度は４地
域にて健康まつりを実施
する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・令和元年度以来４地域での開催予定であったが、加須地域は
雨天のため中止となった。
・開催した３地域の各会場にて、血圧測定、血管年齢測定、脳
年齢測定、握力測定を実施した。参加者の健康相談にも応対
し、健康を意識するきっかけの場となった。

健康まつりの実施数

感染症予防のためのメール配信

高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種率（ 65 歳）

13

感染症の情報
提供

【予防接種事
業】
【避難者支援
予防接種事
業】
【高齢者予防
接種事業】

14

予防接種の勧
奨

【予防接種事
業】
【避難者支援
予防接種事
業】
【高齢者予防
接種事業】

２
概
ね
達
成
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基本目標１ 病気の発症予防と重症化予防  

第3次加須市健康づくり推進計画進行管理調書（実施状況報告書）

基本目標２ 生活習慣の改善推進

取組１ 食育の推進

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (　％　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 73

実績

指標(単位) (　％　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 68

実績

指標(単位) (　％　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 85

実績

指標(単位) (　品　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 45 47 49 51 53

実績 49 49 60

18

食生活の知識
等に関する普
及啓発

【スローフード促進事
業】
【妊婦保健事業】
【避難者支援妊婦保健
事業】
【親と子の食育事業】
【生活習慣病予防事
業】
【食生活改善推進事
業】
【健康相談事業】
【配食サービス事業】
【給食センター管理運
営事業】

１
目
標
を
達
成

「我が家の味自慢！健康食メニュー」の累計数 ・市ホームページでの掲
載や保健事業での活用を
通して、健康食メニュー
を普及していく。
・市や県の健康課題であ
る「減塩」のテーマを新
たに加え、健康食メ
ニューの開発に取り組ん
でいく。【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】

・検討部会会議及び試作会を年６回実施し、延べ７８名の参加
となった。「薬膳と地産地消」をテーマに開発したレシピは、
目標を大幅に超えた１１品の完成となり、目標値に達した。
・さらに、ホームページでの掲載や骨密度測定での配布等によ
り健康食メニューの普及啓発を行った。また、「食と健康づく
りにおける連携に関する協定」を締結した日本薬科大学にメ
ニュー監修依頼を行った。

16

食生活の知識
等に関する普
及啓発

【スローフード促進事
業】
【妊婦保健事業】
【避難者支援妊婦保健
事業】
【親と子の食育事業】
【生活習慣病予防事
業】
【食生活改善推進事
業】
【健康相談事業】
【配食サービス事業】
【給食センター管理運
営事業】

―

野菜をしっかり食べる人の割合

―
【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
計画の改訂のためのアンケートにより実施値を確認。

17

食生活の知識
等に関する普
及啓発

【スローフード促進事
業】
【妊婦保健事業】
【避難者支援妊婦保健
事業】
【親と子の食育事業】
【生活習慣病予防事
業】
【食生活改善推進事
業】
【健康相談事業】
【配食サービス事業】
【給食センター管理運
営事業】

―

朝食を毎日とっている人の割合

―
【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
計画の改訂のためのアンケートにより実施値を確認。

No
具体的な施策

または取組項目
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

15

食生活の知識
等に関する普
及啓発

【スローフード促進事
業】
【妊婦保健事業】
【避難者支援妊婦保健
事業】
【親と子の食育事業】
【生活習慣病予防事
業】
【食生活改善推進事
業】
【健康相談事業】
【配食サービス事業】
【給食センター管理運
営事業】

―

適正体重維持のための食事内容や量を
理解している人の割合

―
【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
計画の改訂のためのアンケートにより実施値を確認。
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基本目標１ 病気の発症予防と重症化予防  

第3次加須市健康づくり推進計画進行管理調書（実施状況報告書）

取組１ 食育の推進

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (　％　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 85

実績

指標(単位) (　人　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 385 390 395 400 405

実績 394 404 408

指標(単位) (　％　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 42 42 43 43 44

実績 55.0 49.8 47.3

指標(単位) (　％　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 17 18 18 19 19

実績 20 21.1 15.8

21

地場農産物の
普及啓発

【公立保育所
管理運営事
業】
【給食セン
ター管理運営
事業】
【地産地消推
進事業】

１
目
標
を
達
成

加須市や近隣地域の生産物や県内産のものを
意識して選ぶことがある人の割合

引き続き、農産物直売所
の運営支援や直売農家め
ぐりを開催することなど
により、地元農産物の地
域内消費の拡大に努め
る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
農産物直売所の運営支援を行うとともに、市内の直売農家等を
紹介し地産地消への理解を深めるため、農産物直売農家めぐり
を開催した。埼玉県が実施する簡易アンケートによる意識調査
結果が目標値を超えたことから、目標を達成とした。

22

地場農産物の
普及啓発

【公立保育所
管理運営事
業】
【給食セン
ター管理運営
事業】
【地産地消推
進事業】

２
概
ね
達
成

学校給食への地元野菜の消費割合 引き続き農業振興課と連
携を図り、給食で提供す
ることが可能な農産物や
仕入れ先（生産者等）に
ついての情報共有を行
い、学校給食での地場産
野菜の使用量の拡大を目
指す。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
農業振興課と連携を図り、出荷可能な農産物や仕入れ先の情報
共有をし、できる限り学校給食で使用したが、高温障害等によ
り野菜の出荷量が例年に比べ少なかったため、目標値を達成す
ることができなかった。

19

減塩に向けた
取組

【スローフー
ド促進事業】
【生活習慣病
予防事業】
【食生活改善
推進事業】
【健康相談事
業】

―

塩分のとり方に注意していることがある人の割合

―
【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
計画の改訂のためのアンケートにより実施値を確認。

20

食生活改善推
進員の養成講
座

【食生活改善
推進事業】

１
目
標
を
達
成

食生活改善推進員養成講座修了延べ人数 健康づくり推進を担う食
生活改善推進員を養成す
るため、講座の周知方法
を見直し、効果的な募集
案内に努める。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
加須市の健康課題から生活習慣病予防についての講話や調理実
習、運動、歯周病予防など5日間の養成講座を実施し、修了延
べ人数が目標値に達したため。

No
具体的な施策

または取組項目
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等
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基本目標１ 病気の発症予防と重症化予防  

第3次加須市健康づくり推進計画進行管理調書（実施状況報告書）

取組２ 身体活動・運動の推進

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (　％　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 67

実績

指標(単位) (　人　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 1,700 1,750 1,750 1,750 1,750

実績 1,343 1,351 1,362

指標(単位) (　回　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 14 14 14 14 14

実績 7 8 14

指標(単位) (　人　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 740 780 800 800 800

実績 210 289 387
26

身近なところ
で運動に取り
組める環境づ
くり

【筋力アップト
レーニング事
業】
【健康スポーツ
推進事業】
【スポーツ教室
等開催事業】
【民間・県施設
活用事業】
【障害者スポー
ツ交流事業】

４
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

スポーツ教室参加人数 引き続き、関係団体と連
携し事業を開催する。ま
た、多くの市民が参加で
きる教室の開催の検討を
する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
各競技の底辺拡大をはじめ、市民の健康づくり、コミュニティ
づくり、スポーツの普及振興を図るため、各種スポーツ教室を
開催したが、目標に達しなかったため本評価とした。

24

身近なところ
で運動に取り
組める環境づ
くり

【筋力アップト
レーニング事
業】
【健康スポーツ
推進事業】
【スポーツ教室
等開催事業】
【民間・県施設
活用事業】
【障害者スポー
ツ交流事業】

３
や
や
遅
れ
て
い
る

筋力アップトレーニングの実践者 ・体力測定や体組成測定
の結果だけでなく、生活
習慣に即した目標を明確
にし、より具体的な個別
支援を実施していく。
・修了生の７割以上が自
主グループへ移行できる
よう支援していく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・新期生に対し、体力測定の結果から、筋力トレーニングと有
酸素運動の個別運動プログラムを作成し、週１回トレーニング
を開催
・修了生が自主活動グループで継続活動できるよう後方支援の
実施
・上記の取組を行ったが、新期修了者数の減少や自主活動者の
高齢化により実績値が目標値に及ばなかった。

25

身近なところ
で運動に取り
組める環境づ
くり

【筋力アップト
レーニング事
業】
【健康スポーツ
推進事業】
【スポーツ教室
等開催事業】
【民間・県施設
活用事業】
【障害者スポー
ツ交流事業】

１
目
標
を
達
成

健康づくりウォーキング大会の開催回数 引き続き、関係団体と連
携し事業を開催する。ま
た、多くの市民が参加し
ていただけるよう工夫凝
らした事業を検討する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
市及びスポーツ協会が主催するウオーキング大会が市内各地で
開催され、目標の開催回数に達したため本評価とした。

No
具体的な施策

または取組項目
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

23

身体活動・運
動に取り組む
習慣づくり

【筋力アップ
トレーニング
事業】
【健康スポー
ツ推進事業】
【生活習慣病
予防事業】
【スポーツ教
室等開催事
業】

―

運動をいつもしている又は時々している人の割合

―
【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
計画の改訂のためのアンケートにより実施値を確認
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基本目標１ 病気の発症予防と重症化予防  

第3次加須市健康づくり推進計画進行管理調書（実施状況報告書）

取組３ 飲酒・喫煙対策の推進

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (　％　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 80

実績

指標(単位) (　％　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 0 0 0 0 0

実績 3.5 3.7 4.9

指標(単位) (　％　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 11

実績

指標(単位) (　％　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 100 100 100 100 100

実績 100 100 100

29

たばこの害と
健康への悪影
響に関する知
識の普及

【たばこ・アル
コール対策事
業】
【妊婦保健事
業】
【生活習慣病予
防事業】
【学習指導改善
研究事業】
【青少年健全育
成事業】

―

喫煙習慣のある人の割合

―
【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
計画の改訂のためのアンケートにより実施値を確認。

30

受動喫煙対策
の推進

【たばこ・ア
ルコール対策
事業】

１
目
標
を
達
成

公共施設で敷地内禁煙を実施している施設の割合 今後も広報誌やチラシ、
HPにてたばこや受動喫煙
の害についての啓発をし
ていく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
広報紙やチラシ、HPを通じてたばこや受動喫煙の害について
周知することにより、喫煙による健康への影響について意識づ
けを実施し、実績値が目標値に達した。

27

飲酒による健
康への悪影響
に関する知識
の普及

【たばこ・ア
ルコール対策
事業】
【こんにちは
赤ちゃん事
業】

―

週のうち、お酒を飲まない日をつくる人の割合

―
【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
計画改訂のためのアンケ―トにより実施値を確認。

28

飲酒による健
康への悪影響
に関する知識
の普及

【たばこ・ア
ルコール対策
事業】
【こんにちは
赤ちゃん事
業】

２
概
ね
達
成

出産後に飲酒している人の割合 産後だけではなく、妊娠
届出時やパパママ学級に
て妊娠中からの指導を徹
底する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
母子健康手帳交付時に副読本やパンフレットを配布し、妊娠後
の飲酒についての注意喚起を行っている。また、こんにちは赤
ちゃん訪問にて、飲酒による健康への悪影響について指導を
行った。

No
具体的な施策

または取組項目
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等
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基本目標１ 病気の発症予防と重症化予防  

第3次加須市健康づくり推進計画進行管理調書（実施状況報告書）

取組４ 歯・口腔の健康の推進

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (　人　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 840 840 840 840 840

実績 135 114 118

指標(単位) (　人　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 30 30 30 30 30

実績 9 13

指標(単位) (　本　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 25 25 25 25 25

実績 27.1 25.1 26.1

指標(単位) (　人　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 450 450 450 450 450

実績 419 511 421
34

定期歯科検診

【成人歯科保
健推進事業】

２
概
ね
達
成

成人歯科検診受診者数 受診者の増加に向け、周
知を工夫・徹底する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
市内の歯科医療機関に委託し、成人歯科検診を実施した。周知
に努めた結果、実績値は目標値を概ね達成できた。

32

生活習慣病予
防のための歯
周病対策

【生活習慣病
予防事業】

４
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

歯周病予防講座受講者数 積極的な周知に努め、参
加者の増加を目指す。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
生活習慣病の一つである歯周病を予防するため、歯科医師によ
る出前講座を実施した。周知に努めたが、集客には繋がらな
かった。

33

８０２０（は
ちまるにいま
る）運動の推
進

【成人歯科保
健推進事業】

１
目
標
を
達
成

8020 お達者歯科健診表彰者の平均現在歯数 引き続き事業の周知及び
予防啓発に努め、実施す
る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
8020お達者歯科健診を実施し、表彰者の平均現在歯数を算出
した結果、実績値が目標値に達した。

No
具体的な施策

または取組項目
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

31

フッ化物利用
の推進

【親子歯科保
健推進事業】

４
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

フッ素塗布事業の参加者 ホームページ、ホッと
メール等積極的に活用
し、事業を周知してい
く。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
むし歯予防のためのフッ素塗布を実施している。幼児健診通知
にチラシを入れて個々に送付し周知をしているが、目標人数は
達成できなかった。
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取組４ 歯・口腔の健康の推進

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (　本　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 28 28 28 28 28

実績 27.9 27.1 27.2

指標(単位) (　本　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 25 25 25 25 25

実績 23.6 23.9 23.1

35

定期歯科検診

【成人歯科保
健推進事業】

２
概
ね
達
成

成人歯科検診受診者の平均現在歯数
64歳以下（親知らずを除く）

引き続き、歯と口の健康
について周知に努め、
各々が自分の歯の本数を
確保できるようにする。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
歯と口の健康について周知を行い、各々がプロケア、セルフケ
アに努めた結果、実績値は目標値を概ね達成できた。

36

定期歯科検診

【成人歯科保
健推進事業】

２
概
ね
達
成

成人歯科検診受診者の平均現在歯数
6５歳以上（親知らずを除く）

引き続き、歯と口の健康
について周知に努め、
各々が自分の歯の本数を
確保できるようにする。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
歯と口の健康について周知を行い、行動変容を促した結果、実
績値は目標値を概ね達成できた。

No
具体的な施策

または取組項目
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等
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基本目標３ 妊産婦と子の健康づくりの推進

取組１ 妊娠前・妊娠期の健康づくり

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (　人　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 21 21 22 23 －

実績 29 25 29

指標(単位) (　％　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 100 100 100 100 100

実績 100.8 97.4 97.8

指標(単位) (　％　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 100 100 100 100 －

実績 94.7 95.8 97.8

指標(単位) (　件　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 2,100 2,100 2,100 2,100 2,300

実績 2,069 2,757 3,263
40

母子健康手帳
交付

【子育て総合
相談事業】 １

目
標
を
達
成

すくすく子育て相談室 延相談件数 令和6年4月1日、すくす
く子育て相談室をこども
家庭センターとして位置
づけたことを踏まえ、母
子保健及び児童福祉の連
携を一層強化させ、一人
ひとりに寄り添った支援
を実施する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
すくすく子育て相談室の機能向上に努め、妊娠期から切れ目の
ない一人ひとりに寄り添った相談・育児支援を行った。

38

妊婦一般健康
診査

【妊産婦保健
事業】
【避難者支援
妊婦保健事
業】

２
概
ね
達
成

妊婦健診の受診率
（1回目妊婦健診受診者数÷妊婦届出者×100)

引き続き、受診促進と妊
娠・出産・子育てに関す
る支援を行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
母子健康手帳の交付時に妊婦健康診査及び関連検査受診券を交
付し、定期的な受診の促進と、母体や胎児の健康保持に努め
た。

39

パパママ学級

【妊産婦保健
事業】

２
概
ね
達
成

パパママ学級参加者で、育児に対する不安が
減ったと回答した人の割合

引き続き、妊娠・出産・
育児の不安を軽減できる
よう、妊婦・父親への支
援を行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・実践編では、妊婦ジャケット体験や人形を使用して沐浴体験
等を、知識編では、助産師等による講座等を実施した。
・実践編のアンケートにて、回答者の97.8％が「そう思う」
「だいたいそう思う」と回答していることから、妊娠・出産・
育児に対する不安の軽減に繋げることができた。

No
具体的な施策

または取組項目
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

37

不妊治療等助
成

【不妊治療事
業】 １

目
標
を
達
成

不妊治療による妊娠者数 妊娠者数の増加には、医
療技術の進歩等によると
ころが大きいが、引き続
き安心して妊娠・出産を
迎えるための環境づくり
に努め、事業の周知を
行っていく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
不妊に悩む夫婦に対して、安心して産み育てることのできる環
境づくりに努めた。
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取組１ 妊娠前・妊娠期の健康づくり

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (　％　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 20 20 20 20 30

実績 13.9 19.5 31.6

取組２ 子どもの健やかな発育と健全な生活習慣の確立

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (　％　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 100 100 100 100 100

実績 99.3 99.8 99.7

指標(単位) (　％　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 100 100 100 100 100

実績 97.3 98.3 97.6

指標(単位) (　％　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 100 100 100 100 100

実績 93.4 76.9 86.7
44

乳幼児健診

【乳幼児健診
事業】

２
概
ね
達
成

3～4か月健診後のフォロー者割合 すくすく子育て相談室と
して、育児支援・虐待予
防の強化を図る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
支援が必要な親子に対し、子どもの発育・発達や育児について
支援することができたことから、概ね達成とした。

42

赤ちゃん訪問

【こんにちは
赤ちゃん事
業】

２
概
ね
達
成

こんにちは赤ちゃん訪問件数割合 委託助産師と連携し、全
戸訪問できるよう努め
る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・出生連絡票を提出してもらい、生後4か月までに助産師・保
健師が訪問している。訪問件数割合は9割を超えていることか
ら、概ね達成とした。
・訪問し、相談に乗ることで親の育児不安の計毛の予備早期に
必要な支援に結びつけることが出来た。

43

乳幼児健診

【乳幼児健診
事業】

２
概
ね
達
成

3～4か月児健診受診者 未把握がないよう再通知
や訪問、電話連絡等に
よって状況を把握する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
令和5年度3～4か月児健診の受診対象者546人に対し受診者
533人と受診率は97.6%であるため、概ね達成とした。

41

母子健康手帳
交付

【子育て総合
相談事業】 １

目
標
を
達
成

支援プラン対象家庭の終結割合
（3～4か月健診時点）

関係機関と連携を図り、
一人ひとりに寄り添った
支援を実施する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
妊娠期から切れ目のない一人ひとりに寄り添った相談・育児支
援を行った。母子健康手帳交付時の面談により、支援が必要な
妊婦に対しケアプランを作成し、継続的な見守りを行った。

No
具体的な施策

または取組項目
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

No
具体的な施策

または取組項目
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等
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指標(単位) (　％　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 85 85 85 85 85

実績 76 81 88.5

取組２ 子どもの健やかな発育と健全な生活習慣の確立

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (　件　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 1,600 1,600 1,600 1,600 1,600

実績 372 372 389

指標(単位) (　人　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 840 840 840 840 840

実績 135 114 118

指標(単位) (　％　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 90.0 90.0 90.0 90.0 90.0

実績 86.2 92.4 92.4

47

フッ素塗布

【親子歯科保
健推進事業】

４
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

フッ素塗布事業の参加者 ホームページ、ホッと
メール等積極的に活用
し、事業を周知してい
く。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
むし歯予防のためのフッ素塗布を実施している。幼児健診通知
にチラシを入れて個々に送付し周知をしているが、目標人数は
達成できなかった。

48

フッ素塗布

【親子歯科保
健推進事業】

１
目
標
を
達
成

3歳児のむし歯のない子の割合 引き続きフッ素塗布、歯
科保健指導などの予防啓
発に力を入れ、むし歯の
ない子を増やす。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
歯科保健の充実に努め、目標を達成することができた。

No
具体的な施策

または取組項目
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

46

母子保健推進
員訪問

【母子保健推
進員訪問活動
事業】

４
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

訪問件数 市民の見守りや声かけ訪
問活動を通じ、地域の健
康づくりにつなげてい
く。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・訪問活動を実施し、地域に根付いた活動を実施することが出
来た。地区担当保健師と連携を図りながら地域の健康づくりに
取り組んだ。
・母子保健推進員の高齢化により、推進員の数が減ったため訪
問件数も減少傾向であるが、新型コロナウイルス感染症の5類
移行に伴い、少しずつ訪問件数が増えている状況である。

45

乳幼児健診

【乳幼児健診
事業】

１
目
標
を
達
成

乳幼児健診等で紹介児の親子・育児教室への
参加割合

引き続き相談・支援を行
う

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
支援が必要な対象者に対し、乳幼児健診や乳幼児健康相談、個
別での相談において発達を促す事業への参加を促したことによ
り、目標値を計画通り達成できたため
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指標(単位) (　％　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 95.8 96.2 96.6 97 97

実績 94.4 96.6 94

取組２ 子どもの健やかな発育と健全な生活習慣の確立

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (　％　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 100 100 100 100 100

実績 93.4 76.9 86.7

指標(単位) (　％　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 85 85 85 85 85

実績 76 81 88.5

指標(単位) (　％　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 100 100 100 100 －

実績 99.6 98.8 100
52

らくらく離乳
食教室

【親と子の食
育事業】 １

目
標
を
達
成

乳児期の栄養や食事づくりについて理解できた
参加者の割合

食育の普及・啓発は、市
民の健康づくりの推進に
おいて有効な事業である
ため、継続して取り組
む。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
参加延べ人数は計画値を下回ったが、参加者の理解度や満足度
が高かったため。

50

育児健康相談

【育児健康相
談事業】

２
概
ね
達
成

3～4ヵ月児健診後のフォロー者割合 すくすく子育て相談室と
して、育児支援・虐待予
防の強化を図る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
支援が必要な親子に対し、子どもの発育・発達や育児について
支援することができたことから、概ね達成とした。

51

親子・育児教
室

【幼児発達支
援事業】 １

目
標
を
達
成

乳幼児健診等で紹介した児の
教室への参加割合

引き続き相談・支援を行
う

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
支援が必要な対象者に対し、乳幼児健診や乳幼児健康相談、個
別での相談において発達を促す事業への参加を促したことによ
り、目標値を達成できたため

49

予防接種

【予防接種事
業】
【避難者支援
予防接種事
業】

２
概
ね
達
成

MR（麻しん・風しん混合）第2期の接種率 ・未接種者に対し、接種
勧奨を行うほか、乳幼児
健診時など直接保護者に
接する機会を利用して勧
奨する。
・接種対象者に対し、通
知を送付するほか、乳幼
児健診時に勧奨のチラシ
を配布し、勧奨を行う。
・広報誌、ラインを通じ
て接種勧奨を行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
対象者に接種勧奨通知を送付し、また、未接種者に再勧奨通知
を送付したため、概ね、標準接種期間に計画的な接種が図られ
ている。

No
具体的な施策

または取組項目
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等
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基本目標１ 病気の発症予防と重症化予防  

第3次加須市健康づくり推進計画進行管理調書（実施状況報告書）

指標(単位) (　％　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 20 20 20 20 30

実績 13.9 19.5 31.6

取組２ 子どもの健やかな発育と健全な生活習慣の確立

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (　件　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 12 14 16 18 20

実績 7 18 21

指標(単位) (　％　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 100 100 100 100 100

実績 100 100 100
55

訪問型子育て
支援

【訪問支援
ホームスター
ト事業】

１
目
標
を
達
成

申請に対する訪問率  地域子育て拠点事業補助
金の「機能強化型分」を
活用し、ホームスタート
を実施する関係機関へ補
助金を交付を継続する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
ホームスタートの研修を受けた「ホームビジター」が、調整役
の「オーガナイザー（専門職）」と一緒に子育て中の家庭を訪
問し、子育ての孤立感を解消し、元気に子育てできるよう支援
を行った。

No
具体的な施策

または取組項目
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

54

産後ケア

【産後ケア
事業】

１
目
標
を
達
成

産後ケア事業利用件数 利用件数増加に伴い、利
用者が希望日に事業を利
用できるようにするため
に委託先機関との連携を
密に行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
令和5年11月1日よりはやしだ産婦人科医院、ワイズレディス
クリニック、成田レディスクリニックと業務委託契約を結び、
様々な場所でデイサービス型産後ケア、宿泊型産後ケアを利用
することが可能になった。

53

HAPPY
ママくらぶ

【産後サポー
ト 事業】 １

目
標
を
達
成

支援プラン対象家庭の終結割合
（3～4か月健診時点）

引き続き、一人ひとりに
寄り添った支援を実施す
る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
産後の赤ちゃん訪問での様子やアンケートで、育児不安を抱え
た母親を対象に、助産師による教室を開催し育児手技の指導や
交流支援に努めた。

16／30



基本目標１ 病気の発症予防と重症化予防  

第3次加須市健康づくり推進計画進行管理調書（実施状況報告書）

基本目標４ 高齢者の健康づくりと介護予防の推進

取組１ フレイル予防の推進

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (　　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 －

実績

指標(単位) (　％　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 100 100 100 100 100

実績 84.8 97.6 94.6

指標(単位) (　回　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 66 66 72 72 75

実績 14 27 71

指標(単位) (　％　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 50 55 60 60 60

実績 35.7 41.4
38.8(暫定

値)

58

フレイル予防
の啓発

【いきいき長
寿保健事業】
【ふれあいサ
ロン事業】
【成人歯科保
健事業】

２
概
ね
達
成

フレイル予防の健康教育の開催回数 引き続き、ふれあいサロ
ンや筋力アップトレーニ
ング自主グループ等の通
いの場を活用したフレイ
ル予防の健康教育、フレ
イルチェックを行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・ふれあいサロンや筋力アップトレーニング自主グループ等へ
医療専門職を派遣し、フレイル予防などの健康教育やフレイル
チェックを実施した。
・上記取組を実施し、実績値が目標値の８割以上を達成した。

59

国保健診、
後期高齢者健
診

【国民健康保
険特定健康診
査等事業】
【後期高齢者
健康診査事
業】

３
や
や
遅
れ
て
い
る

国保健診の受診率 ・受診券の送付封筒を大
きく見やすく変更
・引き続きAIによる対象
者選出、対象者に合わせ
た個別の受診勧奨や電話
による受診勧奨を実施
・広報やホームページを
利用した勧奨や、医療機
関と連携した受診勧奨を
継続して実施
・特定健康診査の受診率
を向上のため、「健康診
断受診率向上特別対策Ｐ
Ｔ」による受診率向上に
向けた全庁的な取組を実
施する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・4月下旬に受診券を個別送付
・図書館の貸し出しレシートへの掲載や関連図書の展示、モニ
ター掲示
・医療機関へのポスター掲示やチラシ配布
・AIによる対象者選出、対象者に合わせた個別の受診勧奨
・電話による受診勧奨
以上の取組みを実施。実績値が未確定の状態であるため目標が
やや遅れている状態であると考えられる。

56

健康課題の分
析・評価

【いきいき長
寿保健事業】 １

目
標
を
達
成

－ 今後も健康課題の分析・
評価を行っていく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
毎年度、ＫＤＢシステムを活用したデータ分析と地域の健康課
題の把握、重点課題の明確化及び事業評価を行っている。

57

訪問指導

【いきいき長
寿保健事業】

２
概
ね
達
成

個別支援対象者に対する保健指導の実施率 引き続き、管理栄養士、
歯科衛生士、保健師等の
医療専門職による低栄
養、口腔機能低下、生活
習慣病重症化予防に該当
する者への個別支援を行
う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・ＫＤＢシステムを活用したデータ分析と地域の健康課題の把
握、重点課題の明確化及び事業評価
・医療専門職によるハイリスク対象者への訪問、相談などの個
別支援
・上記の取組を実施し、実績値が目標値の8割以上を達成

No
具体的な施策

または取組項目
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等
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基本目標１ 病気の発症予防と重症化予防  

第3次加須市健康づくり推進計画進行管理調書（実施状況報告書）

取組１ フレイル予防の推進

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (　％　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 36 37 38 39 40

実績 26 28.5 28.7

指標(単位) (　回　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 66 66 72 72 75

実績 14 27 71

指標(単位) (　歳　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 10 11 12 13 14

実績 6 7 0.5

61

生活習慣病の
重症化予防

【健康相談事
業】
【生活習慣病
予防事業】

２
概
ね
達
成

フレイル予防の健康教育の開催回数 引き続き、ふれあいサロ
ンや筋力アップトレーニ
ング自主グループ等の通
いの場を活用したフレイ
ル予防の健康教育、フレ
イルチェックを行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・ふれあいサロンや筋力アップトレーニング自主グループ等へ
医療専門職を派遣し、フレイル予防などの健康教育やフレイル
チェックを実施した。
・上記取組を実施し、実績値が目標値の８割以上を達成した。

62

筋力の維持・
向上

【筋力アップ
トレーニング
事業】
【ふれあいサ
ロン事業】
【元気はつら
つ介護予防事
業】

４
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

筋力アップトレーニング事業参加者の
体力年齢若返り

・体力測定や体組成測定
の結果だけでなく、生活
習慣に即した目標を明確
にし、より具体的な個別
支援を実施していく。
・修了生の７割以上が自
主グループへ移行できる
よう支援していく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・個別運動プログラムに基づき、筋力トレーニングと有酸素運
動を取り入れたトレーニングを週１回開催
・筋トレ修了生の後方支援の実施
・令和４年度までと令和５年度以降は実績値の算出方法が変更
となった。令和４年度までは６種類の体力測定結果から体力年
齢を算出しており、トレーニングの効果が反映されやすかっ
た。しかし、令和5年度からは委託による教室運営となり、2
種類の体力測定結果とBMI、腹囲をもとに身体年齢を算出する
ことから、短期間では効果の出にくい体重や腹囲の変化も求め
られた。根拠資料をもとに、従来6か月間実施していた教室を
3か月間に短縮したが、身体年齢は0.5歳若返り、一定の効果
は見られたものの、目標値には及ばなかった。

No
具体的な施策

または取組項目
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

60

国保健診、
後期高齢者健
診

【国民健康保
険特定健康診
査等事業】
【後期高齢者
健康診査事
業】

３
や
や
遅
れ
て
い
る

後期高齢者健診の受診率 ・広報やホームページを
利用した受診勧奨を実施
する。
・未受診者への再勧奨通
知を実施する。
・集団検診申込みの際
に、がん検診と合わせて
受診するよう勧める。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
〈取組内容〉
・後期高齢者を対象とした健康診査を実施。
・診査項目：質問票、身体計測、血圧測定、診察、血液検査、
尿検査、　心電図(医師が必要と認めた者）
〈評価に対する分析〉
・受診率はR4年度より伸びたが目標値には及ばなかった。
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基本目標１ 病気の発症予防と重症化予防  

第3次加須市健康づくり推進計画進行管理調書（実施状況報告書）

指標(単位) ( 箇所 )

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 132 138 144 150 156

実績 127 135 132

取組２ 地域活動等の社会参加の促進

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) ( 箇所 )

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 132 138 144 150 156

実績 127 135 132

指標(単位) (　人　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 1,700 1,750 1,750 1,750 1,750

実績 1,343 1,351 1,362

指標(単位) (　％　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 8.0 8.0 8.0 8.0 8.0

実績 8.3 8.0 7.3
66

仲間づくりや
健康づくりの
場の提供

【ふれあいサ
ロン事業】
【筋力アップ
トレーニング
事業】
【老人クラブ
支援事業】

２
概
ね
達
成

老人クラブ加入率
（会員数÷60 歳以上人口）

加入促進を行うために
は、老人クラブでの活動
のPRなどを行うことに加
え、各クラブの課題であ
る、会長の成り手不足等
の問題についても、各地
域老人クラブ事務局と協
働して取り組んでいく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
老人クラブの休会等もあり会員数が減少した。

64

仲間づくりや
健康づくりの
場の提供

【ふれあいサ
ロン事業】
【筋力アップ
トレーニング
事業】
【老人クラブ
支援事業】

２
概
ね
達
成

ふれあいサロン設置数 ・高齢者相談センターと
連携し、新規ふれあいサ
ロンの開設と継続支援を
行う。
・健康づくりサポーター
の派遣および介護予防サ
ポーターの養成と活動支
援を行う。
・医療専門職によるフレ
イル予防の健康講座を行
う。
・地域リハビリテーショ
ンケアサポートセンター
と連携し、巡回支援を行
う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・新規ふれあいサロンの開設と活動の継続支援
・介護予防サポーターおよび健康づくりサポーターの活動支援
・上記の取組の結果、新規開設も行うことができ、目標値の8
割以上を達成した。

65

仲間づくりや
健康づくりの
場の提供

【ふれあいサ
ロン事業】
【筋力アップ
トレーニング
事業】
【老人クラブ
支援事業】

３
や
や
遅
れ
て
い
る

筋力アップトレーニングの実践者 ・体力測定や体組成測定
の結果だけでなく、生活
習慣に即した目標を明確
にし、より具体的な個別
支援を実施していく。
・修了生の７割以上が自
主グループへ移行できる
よう支援していく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・新期生に対し、体力測定の結果から、筋力トレーニングと有
酸素運動の個別運動プログラムを作成し、週１回トレーニング
を開催
・修了生が自主活動グループで継続活動できるよう後方支援の
実施
・上記の取組を行ったが、新期修了者数の減少や自主活動者の
高齢化により実績値が目標値に及ばなかった。

63

筋力の維持・
向上

【筋力アップ
トレーニング
事業】
【ふれあいサ
ロン事業】
【元気はつら
つ介護予防事
業】

２
概
ね
達
成

ふれあいサロン設置数 ・高齢者相談センターと
連携し、新規ふれあいサ
ロンの開設と継続支援を
行う。
・健康づくりサポーター
の派遣および介護予防サ
ポーターの養成と活動支
援を行う。
・医療専門職によるフレ
イル予防の健康講座を行
う。
・地域リハビリテーショ
ンケアサポートセンター
と連携し、巡回支援を行
う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・新規ふれあいサロンの開設と活動の継続支援
・介護予防サポーターおよび健康づくりサポーターの活動支援
・上記の取組の結果、新規開設も行うことができ、目標値の8
割以上を達成した。

No
具体的な施策

または取組項目
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等
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指標(単位) (　％　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 90 90 90 90 90

実績 84 79 80

取組２ 地域活動等の社会参加の促進

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (　回　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 14 14 14 14 14

実績 7 8 14

指標(単位) (　人　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 2,200 2,200 2,200 2,200 2,200

実績 0 306 700

指標(単位) (　人　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000

実績 896 893 925

69

三世代交流

【健康づくり
地域交流事
業】

４
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

地域交流事業の一般参加者数 開催回数が令和5年度28
回であったが、令和6年度
は31回を予定している。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
新型コロナウイルス感染症が5類に移行し、当該事業の実施回
数がコロナ禍前の4分の3ほどまでに増えた。しかし、感染症
予防を意識し、1回当たりの定員を制限し実施したため、参加
人数が目標の約3分の1となった。

70

高齢者の就労
支援

【シルバー人
材センター支
援事業】 ２

概
ね
達
成

シルバー人材センターの会員数 引き続き、シルバー人材
センターの経営安定化を
図るため、運営の支援を
行うとともに、①新会員
の確保、②受託業務の確
保、③就業機会の拡大、
④会員の技能習得・向上
等について、必要に応じ
て助言・指導等を行う。【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】

シルバー人材センターの運営を支援するとともに、理事会等に
出席し、助言・指導・事業協力を実施した。また、シルバー人
材センターの会員数が目標の９割を達成することができたた
め、左記の評価とした。

No
具体的な施策

または取組項目
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

68

生涯スポーツ
の推進

【スポーツ教
室等開催事
業】
【グラウン
ド・ ゴルフ
推進事業】
【健康スポー
ツ推進事業】

１
目
標
を
達
成

健康づくりウォーキング大会の開催回数 引き続き、関係団体と連
携し事業を開催する。ま
た、多くの市民が参加し
ていただけるよう工夫凝
らした事業を検討する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
市及びスポーツ協会が主催するウオーキング大会が市内各地で
開催され、目標の開催回数に達したため本評価とした。

67

生涯学習活動
の推進

【シニアいき
いき大学事
業】

２
概
ね
達
成

シニアいきいき大学受講生の受講率 ・平成国際大学と調整、
連携を図りながら、講義
の内容を検討し、シニア
層の市民の学習活動の場
を提供していく。
・学習後、地域のリー
ダーや地域ボランティ
ア、生涯学習市民企画委
員等への登用等を促進し
ていく。
・「平成国際大学いきい
き大学同窓会」及び期別
ごとの自主活動サークル
の円滑な活動に向けた支
援を行うとともに、卒業
後の自主活動サークル結
成に向けた支援を行う。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・社会科学部76人定員、人文科学部66人定員で実施。
・7月～２月にかけて実施（2学部×10回）。
・平成国際大学と連携し、感染症等の対策を講じた。
・学びの地域還元として、生涯学習講座やイベントの企画運営
を担う生涯学習市民企画委員への参画を促した（3名加入）。
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基本目標５ こころの健康づくりの推進

取組１ こころの健康に関する教育・啓発

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (　件　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 24,000 24,000 24,000 24,000 24,000

実績 15,116 22,201 13,819

指標(単位) (　％　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 85

実績

指標(単位) (　％　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 84

実績

指標(単位) (　人　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 2,200 2,200 2,200 2,200 2,200

実績 0 306 700
74

地域社会活動
の支援

【健康づくり
地域交流事
業】
【市民学習カ
レッジ事業】
【生涯学習
きっかけづく
り支援事業】

４
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

地域交流事業の一般参加人数 開催回数が令和5年度は
28回であったが、令和6
年度は31回を予定してい
る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
新型コロナウイルス感染症が5類に移行し、当該事業の実施回
数がコロナ禍前の4分の3ほどまでに増えた。しかし、感染症
予防を意識し、1回当たりの定員を制限し実施したため、参加
人数が目標の約3分の1となった。

72

こころの健康
づくりや病気
に関する知識
の普及啓発

【こころの健
康づくり事
業】 ―

趣味や楽しみなどで気分転換できる人の割合

―
【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
計画の改訂のためのアンケートにより実施値を確認。

73

こころの健康
づくりや病気
に関する知識
の普及啓発

【こころの健
康づくり事
業】 ―

普段の睡眠で休養が取れている人の割合

―
【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
計画の改訂のためのアンケートにより実施値を確認。

No
具体的な施策

または取組項目
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

71

「こころの体
温計」の利用
促進

【こころの健
康づくり事
業】

３
や
や
遅
れ
て
い
る

こころの体温計アクセス数 今後も広報紙等で周知を
行い、希望者が気軽にメ
ンタルチェックを利用で
きる環境を整える。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
こころの体温計の周知（広報紙、SNS配信、チラシの配布）を
行ったが、実績値が目標値には及ばなかった。
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取組２ 相談支援体制の充実

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (　%　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 80 80 80 80 80

実績 78.3 76 89.3

指標(単位) (　%　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 100 100 100 100 100

実績 31.5 86.1 92.2

指標(単位) (　%　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 85

実績

指標(単位) (　%　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 84

実績

77

関係機関との
連携

【こころの健
康づくり事
業】

―

趣味や楽しみなどで気分転換できる人の割合

―
【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
計画の改訂のためのアンケートにより実施値を確認。

78

関係機関との
連携

【こころの健
康づくり事
業】

―

普段の睡眠で休養が取れている人の割合

―
【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
計画の改訂のためのアンケートにより実施値を確認。

75

各種相談の実
施

【こころの健
康づくり事
業】

１
目
標
を
達
成

こころの健康相談の利用率 今後も広報紙等で周知を
行い、希望者が相談でき
る体制を維持する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
市のホームページにこころの体温計の掲載を継続し、こころの
健康づくりへの意識づけに努めるとともに、こころの健康相談
の周知に努めた結果、利用率が目標値を達成したため本評価と
した。

76

ゲートキー
パーの養成

【こころの健
康づくり事
業】 ２

概
ね
達
成

ゲートキーパー研修の定員に対する参加率 今後もゲートキーパー研
修を実施し、自殺対策を
推進していく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
市内小中学校教諭等を対象とした開催日と市内在住・在勤の方
を対象とした開催日を設け、講師（公認心理師）によるゲート
―キーパー研修を開催した結果、実績値が目標値の8割以上を
達成できた。

No
具体的な施策

または取組項目
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等
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第3次加須市健康づくり推進計画進行管理調書（実施状況報告書）

取組２ 相談支援体制の充実

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (　%　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 82

実績

No
具体的な施策

または取組項目
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

79

相談窓口の周
知

【こころの健
康づくり事
業】

―

悩みやストレスを気軽に相談できる人の割合

―
【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
計画の改訂のためのアンケートにより実施値を確認。
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基本目標１ 病気の発症予防と重症化予防  

第3次加須市健康づくり推進計画進行管理調書（実施状況報告書）

基本目標６ 地域医療体制づくり

取組１ 地域医療連携の推進

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (　　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 － － － － －

実績 － － －

指標(単位) (　人　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 25,000 15,400 16,000

実績 14,824 15,071 15,258

指標(単位) (　％　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 100 100 100 100 100

実績 74.3 81.5 92.2

81

地域医療ネッ
トワークシス
テム（とねっ
と）の活用促
進

【地域医療
ネットワーク
（とねっと）
事業】

２
概
ね
達
成

とねっとに参加する市民の人数 「とねっと」システムの
終了に伴う清算業務の事
務局支援

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
令和５年度末で「とねっと」システムが終了することもあり、
参加者の増加を図ることはできなかった。

82

予防医療の充
実

【重症化予防
訪問指導事
業】 ２

概
ね
達
成

訪問対象者に対する被訪問指導実施者数の割合 特定保健指導不参加者や
受診勧奨値かつ未受診者
等に保健指導を行い、生
活習慣病の重症化予防や
新規透析者の増加抑制に
取り組む。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・集団健診にて特定健康診査を受診し、特定保健指導の対象と
なった者のうち、血液データが受診勧奨値に達している者と受
診勧奨値に達していない積極的支援対象者へ電話や訪問等で保
健指導を実施。
・上記の取組を実施し、実績値が目標値の８割以上を達成でき
た。

No
具体的な施策

または取組項目
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

80

中核病院と
市内医療機関
の連携・役割
分担の推進

【済生会病院
支援事業】
【初期・２
次・３次救急
医療支援事
業】

２
概
ね
達
成

－ 引き続き、医療機関の役
割分担を進め、質の高い
医療提供体制を確保して
いく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・加須市救急医療体制推進協議会に埼玉県済生会加須病院が参
加するなど、埼玉県済生会加須病院と地域の医療機関との連携
を深め、役割分担を進めている。
・また、医療機器の共同利用など様々な面で市内医療機関との
連携が図られた。
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基本目標１ 病気の発症予防と重症化予防  

第3次加須市健康づくり推進計画進行管理調書（実施状況報告書）

取組２ 地域医療資源の確保

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (　人　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 1 2 3 4 5

実績 1 0 1

指標(単位) ( 施設 )

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 1 1 1 1 1

実績 0 0 0

指標(単位) (　　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 － － － － －

実績 － － －

84

新たな医療機
関の開設支援

【産婦人科開
設支援事業】

４
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

新たに開設した医療機関数 引き続き、産婦人科の開
設に必要な取組を進め
る。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
埼玉県済生会加須病院の開院に伴う埼玉県済生会との包括的連
携に関する協定において、「済生会加須病院は、市民ニーズに
対応した診療科目の確保に努める」としていることから、同病
院に対し周産期医療の必要性について説明し、産婦人科の開設
を要望したが、産婦人科の開設に至らなかったため。

85

適正受診の促
進

【医療情報提
供事業】

２
概
ね
達
成

－ 電子媒体と紙媒体を効果
的に活用し、情報の正確
性とタイムリー性の向上
に努める。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
医科と歯科の情報が掲載された医療機関ガイドブックを配布す
るなど、市民に必要な医療情報を提供した。

No
具体的な施策

または取組項目
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

83

人材確保の支
援

【初期・２
次・３次救急
医療支援事
業】
【看護師等育
成確保支援事
業】

４
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

市の支援制度を利用した看護師及び准看護師数 本事業の周知、活用に向
け、市ホームページに引
き続き掲載するととも
に、県内の看護師養成施
設等に依頼し、本制度の
普及・啓発を図る。市内
医療機関へ対象者の照会
を行い、交付申請の対応
に備える。【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】

加須市看護師等育成確保支援事業補助金交付要綱に基づき、市
ホームページ等で周知したが、計画値に達しなかった。
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基本目標１ 病気の発症予防と重症化予防  

第3次加須市健康づくり推進計画進行管理調書（実施状況報告書）

取組３ 救急医療体制の充実

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (　％　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 100 100 100 100 100

実績 100 100 100

指標(単位) (　　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 －

実績

指標(単位) (　％　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 32 52 54 56 58

実績 19 40 57

87

小児救急医療
の充実

【休日小児科
診療事業】

２
概
ね
達
成

－ 引き続き小児科医と連携
し、受診体制の整備を
図っていく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
小児科医との調整会議を開催し、医療機関が休診となる休日に
身近な市内の小児科医での受診体制を整備することができた。

88

救急ワークス
テーションの
整備による救
急体制の強化

【初期・２
次・３次救急
医療支援事
業】

１
目
標
を
達
成

市内医療機関への救急搬送者数の割合 引き続き、市内の救急医
療体制を強化するため、
当直医の確保の支援など
を行っていく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
救急告示病院である埼玉県済生会加須病院が令和４年６月に市
内に開院したことにより、市内医療機関への救急搬送割合が増
え、地域の救急医療体制を確保することができた。

No
具体的な施策

または取組項目
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

86

初期、二次、
三次救急の強
化

【初期・２
次・３次救急
医療支援事
業】

１
目
標
を
達
成

休日在宅当番医制の実施率 引き続き全ての実施予定
日での在宅当番医制実施
に努める。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
在宅当番医制について、全ての実施予定日で診療を実施するこ
とができた。
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基本目標１ 病気の発症予防と重症化予防  

第3次加須市健康づくり推進計画進行管理調書（実施状況報告書）

取組４ 国民健康保険の安定的運営

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (　％　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 93 93.2 93.3 93.4 93.5

実績 94.0 94.3 94.6

指標(単位) (　％　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 50 55 60 60 60

実績 35.7 41.4
38.8(暫定

値)

90

健康づくりや
重症化予防に
よる医療費適
正化

【国民健康保
険特定健康診
査等事業】
【糖尿病性腎
症重症化予防
対策事業】

３
や
や
遅
れ
て
い
る

国保健診の受診率 ・受診券の送付封筒を大
きく見やすく変更
・引き続きAIによる対象
者選出、対象者に合わせ
た個別の受診勧奨や電話
による受診勧奨を実施
・広報やホームページを
利用した勧奨や、医療機
関と連携した受診勧奨を
継続して実施
・特定健康診査の受診率
を向上のため、「健康診
断受診率向上特別対策Ｐ
Ｔ」による受診率向上に
向けた全庁的な取組を実
施する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・4月下旬に受診券を個別送付
・図書館の貸し出しレシートへの掲載や関連図書の展示、モニ
ター掲示
・医療機関へのポスター掲示やチラシ配布
・AIによる対象者選出、対象者に合わせた個別の受診勧奨
・電話による受診勧奨
以上の取組みを実施。実績値が未確定の状態であるため目標が
やや遅れている状態であると考えられる。

No
具体的な施策

または取組項目
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

89

適正な保険税
率の設定と収
納率の向上

【国民健康保
険事業特別会
計繰出事業】
【国民健康保
険税賦課徴収
事業】

１
目
標
を
達
成

国民健康保険税の収納率 口座振替への切替勧奨・
短期証又は資格証の交付
による納税相談の機会の
確保に努める。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
新たな滞納繰越分の発生を防止するため、現年度課税分の徴収
に力点を置き、口座振替強化月間に新規国保加入者等へ勧奨を
積極的に実施するとともに、文書や電話等による催告強化や、
短期証又は資格証の交付を行う等し、収納率の向上に努めたた
め。
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基本目標１ 病気の発症予防と重症化予防  

第3次加須市健康づくり推進計画進行管理調書（実施状況報告書）

取組５ 後期高齢者医療制度の安定的運営

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (　％　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 99.6 99.6 99.6 99.6 99.6

実績 99.7 99.4 99.5

指標(単位) (　％　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 36 37 38 39 40

実績 26 28.5 28.7

91

収納率の向上

【後期高齢者
医療保険料徴
収事業】

２
概
ね
達
成

後期高齢者医療保険料の収納率 ・収納課と連携した収納
対策の実施
・短期証候補者への納付
相談・臨宅徴収の強化
・預貯金照会電子化サー
ビス（pipitLINQ）を活用
した効率的な財産調査の
実施

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
後期高齢者医療保険への移行後も国民健康保険税納付用の口座
振替が継続されると思っている新規被保険者や、年金特徴の中
止（理由：大幅な所得増減など）を認識していない被保険者が
多い。団塊の世代が後期高齢者になる時期でもあり被保険者数
とともに新規未納者が増加。R5年度目標収納率を下回った
が、99.5％に達したため。

92

後期高齢者健
診の受診率向
上

【後期高齢者
健康診査事
業】

３
や
や
遅
れ
て
い
る

後期高齢者健診の受診率 ・広報やホームページを
利用した受診勧奨を実施
する。
・未受診者への再勧奨通
知を実施する。
・集団検診申込みの際
に、がん検診と合わせて
受診するよう勧める。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
〈取組内容〉
・後期高齢者を対象とした健康診査を実施。
・診査項目：質問票、身体計測、血圧測定、診察、血液検査、
尿検査、　心電図(医師が必要と認めた者）
〈評価に対する分析〉
・受診率はR4年度より伸びたが目標値には及ばなかった。

No
具体的な施策

または取組項目
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等
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基本目標１ 病気の発症予防と重症化予防  

第3次加須市健康づくり推進計画進行管理調書（実施状況報告書）

基本目標７ 新たな感染症対策の迅速・適切な実施

取組１ 感染予防の推進

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (　％　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 100 100 100 100 100

実績 － 90.9 25.1

指標(単位) (　件　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 180 180

実績 11 1

指標(単位) (　　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 － － － － －

実績 － － －

94

新型コロナウ
イルス感染症
等の早期発見

【新型コロナ
ウイルス感染
症予防対策事
業】

４
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

有症状時のPCR検査に伴うCT検査等費用助成 感染状況を注視し、適時
適切に対応する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
PCR検査に付随するCT検査等の検査費用の助成は計画ほどの
需要はなかった。

95

正しい知識の
普及啓発

【新型コロナ
ウイルス感染
症予防対策事
業】

２
概
ね
達
成

－ 感染状況を注視し、適時
適切に対応する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
市広報誌やホームページを通じて新型コロナウイルスに関する
情報提供を行ったほか、接種券に啓発チラシを同封して新型コ
ロナウイルスの正しい知識の普及啓発に努めた。

No
具体的な施策

または取組項目
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

93

新型コロナウ
イルス等ワク
チン接種

【新型コロナ
ウイルスワク
チン接種事
業】

４
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

新型コロナワクチン予防接種率（令和5年度） 令和6年度以降は定期接種
として、秋冬に1回、高齢
者を対象に実施する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
令和5年9月20日から令和6年3月31日までに実施した秋開始
接種では対象者98,211人に対し、24,661人に接種し、接種
率25.1%であった。65歳以上の高齢者に限定すると、接種率
53.6%であった。
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基本目標１ 病気の発症予防と重症化予防  

第3次加須市健康づくり推進計画進行管理調書（実施状況報告書）

取組２ 生活支援の推進

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (　％　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 80 80 80 80 80

実績 78.3 76 89.3

指標(単位) (　件　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 2,100 2,100 2,100 2,100 2,300

実績 2,069 2,757 3,263

指標(単位) (　　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 － － － － －

実績 － － －

取組３ 事業者支援の推進

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (　　)

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 － － － － －

実績 － － －

No
具体的な施策

または取組項目
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

99

事業者への支
援

２
概
ね
達
成

－ 再度感染症が拡大した場
合に、市内消費の促進や
財政的支援による市内事
業者の支援について検討
していく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
新型コロナウイルス感染症の５類への移行に伴い、直接的な感
染症対策に係る事業者支援は実施していないが、物価高騰に伴
いちょこっとおたすけ絆サポート券を全世帯配布したほか、必
要な資金融資のあっ旋などにより、事業者を支援した。

97

妊産婦・子育
て世帯への支
援

【子育て総合
相談事業】

１
目
標
を
達
成

すくすく子育て相談室 延相談件数 令和6年4月1日、すくす
く子育て相談室をこども
家庭センターとして位置
づけたことを踏まえ、母
子保健及び児童福祉の連
携を一層強化させ、一人
ひとりに寄り添った支援
を実施する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
すくすく子育て相談室の機能向上に努め、妊娠期から切れ目の
ない一人ひとりに寄り添った相談・育児支援を行った。

98

市民生活への
支援

２
概
ね
達
成

－ 感染症が拡大した場合
に、市民の家計負担の軽
減を図り、消費を喚起す
るため の支援について検
討していく。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
新型コロナウイルス感染症対策として、国の補助金等を活用
し、低所得者等に対する臨時特別給付金や子育て世帯生活支援
特別給付金、電力･ガス･食料品等の価格高騰給付金などを交付
し、市民の経済的負担の軽減を図った。

No
具体的な施策

または取組項目
評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

96

こころの健康
相談

【こころの健
康づくり事
業】

１
目
標
を
達
成

こころの健康相談の利用率 今後も広報紙等で周知を
行い、希望者が相談でき
る体制を維持する。

【指標に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
市のホームページにこころの体温計の掲載を継続し、こころの
健康づくりへの意識づけに努めるとともに、こころの健康相談
の周知に努めた結果、利用率が目標値の8割以上を達成したた
め本評価とした。
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